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≪写真≫予定では、富士の山がここからでっかく見えたはず。  

 

≪写真 2≫まったく人に動じない小動物。  

 

≪写真 3≫富士山をかたどっている(と思われる)、鍋敷き。(→それとも合格の合 !?≫ ) 

 

 

 

 

 

最近、まったくと言っていいほど、身体を動かしておらず、ちょっと気軽なトレーニングを夢見ていたものの

…  

 

 

 

目が覚めたら 7 時。。。  

 

 

アラーム 2 件放置。。。。  

 

 

前夜、起きるのが心配なら泊まりに来てもいいよ、とまで言ってくれたさとちゃんからの着信＆メール数

通。。。。。  

 

 

 

うーん、夜更かしなら強いんですけどねぇ。。。。。。  
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言い訳するなら、今週は月、水と泊まり込みの仕事だったし、木曜は 21:30 には帰宅できたものの、スケ

ートを見てしまったからには最後まで応援するしかなかったし…。(→小塚くん、4 回転＆銀メダルバンザイ

) 

 

 

 

 

 

【4 月 29 日 (金 )】  

 

さとちゃんが御茶ノ水まで 拾いに来てくれ、8 時に合流したものの、その後は GW 初日だけあって、中

央道は典型的な渋滞(40km!?)  結局登山口に着いたのは 12:30…  

 

 

 

12:45。下山客を横目にしながら、出発  

 

登山道は整備されている。しかし、山荘関係者のジープが登山道を走っているので、登山道は一部ぐちゃ

ぐちゃ…。 

 

小一時間で三つ峠山荘に着き、まずはそのまま山頂へ。  

 

 

 

13:55、開運山。 

 



 

 

ちなみにこの周辺は、クライミングのメッカでもあるようです。  

 

 

 

予定どおり(＝朝 9 時台には)登り始めていた岩無さん＆Y さんと合流。久々の再会を喜ぶ前に、岩無さん

から何かがいるらしいことを言われて、そちらを見ると  

 

 

 

こんなにかわいいカモシカくんとご対面。岩無さんの話によれば、カモシカは鹿の部類ではなく、牛科 に

属するらしい。確かにそんな感じだね  

 

(※写真は岩無さんからのいただきものです。 ) 

 

 

 

 

で、本来はここから河口湖駅まで歩く予定だったけど、そんな時間はまったくないので…。 

 

 



とりあえず「お茶」の時間  

 

 

 

岩無さんが(さとちゃんに言いつけられて )持ってきてくれた、日本橋「うさぎや」の和菓子。中身がたっぷり

詰まってました。 

 

※写真は焼き菓子の詰め合わせ。いちばん右の下にある「茶通」は、賞味期限が 2 日といえども、作って

から 3 日後くらいが、いちばん味が落ち着く、とか !? 

 

 

 

その後は、山頂らしからぬ山頂、木無山まで歩き、  

 

 

 

↑ということは、 

 

本日は三つ峠のうち、二つ峠を達成したところで、はい下山  

 

 

 



 

こうして初めての三つ峠は終了。お手軽な山だと分かったところで、いずれまた三つ峠を達成させよう  

 

 

 

12:45 登山口  

13:45 三つ峠山荘  

13:55-14:05 三つ峠 (開運山 ) 

14:15-15:15 三つ峠山荘  

15:25-15:35 木無山  

16:25 三つ峠登山口  

 

 

 

そして車に乗っての帰り道。山頂でほとんど姿を隠していた彼は、とても堂々と、雄大に、そこにいたのであ

りました。夕闇に、真っ白な雪をかぶった、そう、富士山 !!  

 

(運転中だったので、写真は撮れず。 ) 

 

 

 

---------------------------- 

 

 

 

本日の温泉『露天風呂天水』 

河口湖周辺には、たくさんの温泉があるけど、ここはかなり  

ちょうど桜も咲いていたしね  

 

 

 

本日のグルメ『ほうとう不動』 

河口湖周辺には、ほうとう屋も軒並みあるけれど、以前カブトムシから情報を得ていたこのお店に入ってみ

ると… 

 



 

 

でかっ  (横に写っているコップの大きさと比べてみて下さい。 ) 

野菜もたっぷりだし、かぼちゃも大きいし、何より最後まで冷めずに熱かった。自家製の唐辛子は湿り気

(!?)があり、これがスープにピリリと溶け込む溶け込む  

 

※ 『ほうとう不動』の対面にある『小作』も気になったので、ここは次回。  

 


